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概要： 大学キャンパスの分散化が進んでいる中、地理的・時間的制約をクリアした柔軟
な学習環境を創出するために、早稲田大学においては、様々な形で情報通信技術を活用し
た遠隔授業を実践している。本稿では、教育拠点が早稲田キャンパスと本庄キャンパスの
2箇所に分散している大学院国際情報通信研究科の事例を通じて、早稲田大学におけるリ
アルタイム双方向遠隔教育の実施・運用について紹介する。
1 はじめに
遠隔授業の設置基準が 1997年「『遠隔授業』の
大学設置における取扱い等について（答申）」[1]の
公表によって明確された以降、高等教育機関を中心
に情報通信技術を活用した遠隔授業の導入・運用が
進みつつある。特に同一大学内に複数のキャンパス
が地理的に分離して存在する場合は、リアルタイム
双方向遠隔授業システムを利用することによって、
離れたキャンパスにある複数の教室で同時に授業を
行うことができ、遠隔間の講師・学生が効果的かつ
効率的な指導・学習が行え、事務所の統一管理にも
非常に効果がある。
近年、教育・研究体制の拡大と学生数の増加に伴
い、早稲田大学（以降、本学と記す）では複数の新
キャンパスが増設され、キャンパス総数が 9 つと
なった。その中、早稲田キャンパス、戸山キャンパ
ス、西早稲田キャンパス、喜久井町キャンパス、東
伏見キャンパス、日本橋キャンパスは東京都内に位
置するが、所沢キャンパス、本庄キャンパス、北九
州キャンパスはそれぞれ埼玉県所沢市、埼玉県本
庄市、福岡県北九州市に分離している。そこで、各
キャンパスに分散している有限な教育資源を全学
共同で利用し、地理的・時間的制約をクリアした柔
軟な学習環境を創出するために、本学においては、
キャンパス間の遠隔教育を実現する「リアルタイム
双方向遠隔教育」やインターネットでの講義配信を
可能にした「オンデマンド型遠隔教育」など、様々
な形で情報通信技術を活用した遠隔授業を実践して
いる。
本稿では、教育拠点が早稲田キャンパスと本庄
キャンパスの 2箇所に分散している大学院国際情報
通信研究科の事例を通じて、早稲田大学におけるリ
アルタイム双方向遠隔教育の実施・運用について紹
介する。
2 大学院国際情報通信研究科におけるリ
アルタイム双方向遠隔授業の導入背景
本学は、情報通信を通じて国際社会に貢献しうる
人材を養成する目的で 2000年 4月に早稲田キャン
パスに大学院国際情報通信研究科を開設した。
2004年、産・学・公・地域の連携による研究開発
の活性化を基盤とした情報通信分野の教育研究拠点
「リサーチパーク」を構築するために、大学院国際
情報通信研究科の一部は本庄キャンパスに移され、
学生ならびに教員が早稲田キャンパスと本庄キャン
パスの 2箇所に分布するようになった1 。
しかし、本庄キャンパスは早稲田キャンパスから
80km以上離れた埼玉県本庄市にあり、授業のため
にキャンパスの間に移動することは、学生・教員に
とって時間的にも経済的にも相当困難であるので、
キャンパス間の物理的な移動なしに教育を実施でき
る環境が求められていた。このような背景から、大
学院国際情報通信研究科では 2005年度春学期から
リアルタイム双方向遠隔授業システムを導入し、授
業を基本的に遠隔授業形式で実施してきた。
3 導入されたリアルタイム双方向遠隔授
業システムの構成と特徴
リアルタイム双方向遠隔授業を実施するには直接
の対面授業が有する教育上の効果を確保する必要が
ある [1]。この目標を実現するために、大学院国際
情報通信研究科では映像・音声データを送受信する
ためのテレビ会議システムに加えて相互書き込みが
可能な電子黒板を導入し、遠隔授業を通常の対面授
1国際情報通信研究科を構成する三つの分野のうち、情報通
信システム分野・マルチメディアサイエンス分野の教員の研究
室は本庄キャンパスとなり、社会環境分野の教員の研究室は早
稲田キャンパスとなっている。また、修士課程各コースの研究
活動拠点については、プロジェクト研究コースが本庄キャンパ
ス、学際研究コース・キャリアディベロプメントコースが早稲
田キャンパスとなり、博士後期課程の研究活動拠点は教員の研
究室に帰属するようになっている
業と同様に目の前で行われるかの様に受講できる環
境を構築した。
遠隔授業において最も重要な映像と音声のリア
ルタイム双方向通信を円滑的に行うために、大学
院国際情報通信研究科では SD 画質対応の Poly-
com社・VSX7000(s) [2]とHD画質対応のTAND-
BERG社・Quick Set C20[3]を導入している（図
1）。VSX7000(s)はH.264圧縮符号化方式の採用と
Siren14の搭載により、低帯域で高画質な映像品質
と CD音源並の高音質 (14KHz)を実現し、対面講
義と同等の臨場感を達成している。また、業界標準
プロトコル H.239をサポートすることにより、特
別な設定やソフトウェアが要らずにビデオ映像と同
時に PowerPointや DVDなどのコンテンツ資料を
遠隔地教室にあるそれぞれのディスプレイに表示で
きる。さらに教員がVSX7000(s)のリモコンを使っ
て、遠隔地教室にある高感度ビデオカメラを操作す
ることができ、学生の様子から教室全体の風景まで
確認できる。遠隔授業の品質をさらに向上させるた
めに、2009年度、VSX7000(s)の機能を備えた上、
標準規格に準拠した 1080p解像度の高精細映像で
も柔軟に送信できる TANDBERG社の Quick Set
C20も導入した。
柔軟かつ臨場感ある授業を展開するために、双方
向から書き込みが可能であり、PowerPoint 等で作
成した資料も遠隔地でリアルタイムに共有・書き込
むことが可能である SMART Technologies社 [4]製
電子黒板の SMART Board SB-580（図 2）を併せ
て採用した。
本システムの特徴は以下の通りである。
² 映像と音声のリアルタイム双方向通信を通じ
て、教員は授業中に学生の反応等を見ながら
授業を進めることができ、個々の学生に対し
て個別に指導を行うことが可能である。また，
学生は授業時間中に必要に応じ教員に質問等
をすることも可能である。
² ビデオ映像と PowerPointなどのコンテンツ
資料の同時送信により、学生の授業内容に対
する理解度を向上させ、学習の効率を高める
ことが可能である。
² 電子黒板の活用により、教員・学生間の交流を
活発化させ、学生の学習に対する興味関心を
喚起し，学習意欲を高めることが可能である。
4 リアルタイム双方向遠隔授業の実施状
況
大学院国際情報通信研究科では、2005年春学期
から 2010年秋学期まで合計 698科目の授業をリア
図 1: VSX7000(s)(左)と Quick Set C20(右)
図 2: SMART Board SB-580
ルタイム双方向遠隔方式で行い、これらの授業を履
修した学生の総数は 6231人となっている。2005年
から 2010年まで学期別の遠隔授業実施数と履修学
生者数はそれぞれ図 3と図 4に示す。
5 リアルタイム双方向遠隔授業実施で得
られた知見
リアルタイム双方向遠隔授業の 5年間の実施によ
り、以下のような知見が得られた。
² 遠隔授業の性格上、教員の目が届く範囲に限
界があるため、教育効果の向上させるには、
受講学生人数の少数化が必要である。
² PDF作成時に、編集不可などのセキュリティ
設定を施さないで下さい。
² システムの利用操作をサポートするためのス
タッフ（TA）を教室に配置することで、シス
テムのトラブルが発生した場合に、迅速かつ
柔軟な対応ができるとともに、教員のシステ
ム操作による従業の中断を減少でき、遠隔側
の教室にいる学生を適宜フォローすることも
可能である。
² 遠隔側の教室に、教員向けに送信する映像を
確認できる小さなディスプレイを用意するこ
とで、学生を自分がカメラに映っていること
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図 3: 2005年度-2010年度遠隔授業開設数の変化
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図 4: 2005年度-2010年度遠隔授業履修者数の変化
を意識させ、授業への集注度を向上させるこ
とが可能である。
6 まとめ
本稿では、大学院国際情報通信研究科の事例を通
じて、早稲田大学におけるキャンパス間リアルタイ
ム双方向遠隔授業の実施・運用状況、及びそれによ
り得られた様々な知見について紹介した。
今後は、これまで蓄えてきたノウハウと経験を踏
まえて、更なる安定且つ効率的な遠隔従業を展開し
ていくことを目指していきたい。
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